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解答類型 １◎ ２○ ３ ４ ５ ６ 
９ 

(左記以外)
無解答

本校生徒小学校 

第６学年時の割合（％） 
４４．１ ０．０ ０．０ ２．９ ２９．４ ０．０ ２０．７ ２．９

広島県(公立) （％） ５０．３ ０．０ １．９ ３．８ ３０．１ １．５ １０．８ １．６

全国(公立) （％） ５５．５ ０．０ １．９ ４．６ ２４．１ ２．０ ９．８ ２．１

 
＜問題＞ 
 テープが３本あります。テープの長さは次のように 
なっています。 
・ 赤色のテープの長さは３ｍ 
・ 青色のテープの長さは６ｍ 
・ 黄色のテープの長さは１２ｍ 
 
（２）青色のテープの長さは，黄色のテープの長さの 
   何倍ですか。求める式と答えを書きましょう。 

教科に関する調査の設問別の分析結果 
 平成２０年度 全国学力・学習状況調査 算数Ａ ４（２） 

【出題の趣旨】 

 

 割合を求める場合の除法の意味について理

解しているかどうかをみる。 
 
【学習指導要領の内容・領域】 
  
第５学年 Ａ 数と計算 
(３)  小数の乗法及び除法の意味について理
解し，それらを適切に用いることができる

ようにする。 
ア 乗法や除法が整数である場合の乗法

及び除法の意味について理解すること。 

 
 
 
・ 文章の数量関係をとらえ，立式する力 
 
 
・ 解答類型５について 
除法の式は（大きい数）÷（小さい数）になると考え，何が基準量で，何が比較量かをとらえきれ

ていない。また，問題の読解力が不十分である。 
 
・ 無解答について 
文章題に苦手意識を持っているため，解答に自信を持てず記入できない。 

 
  全国，県と比較すると，正答率が低く，解答類型９も多い，数学の文章題の読み方（どこに着目

させるか，どうとらえさせるか）に課題があると考えられる。 

この問題を解くために必要な力 

誤答分析 

因島・瀬戸田地区研究推進地域 尾道市立瀬戸田中学校 数
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【単元名】  １次方程式 （第１学年） 

調査結果からみる課題 

 

【課題となる力】 

・文章題から数量関係を見いだす力 
 
・数量関係を式に表す力 
 
【指導上の課題】 

・日常的な事象を取り上げて数量関係を考察す

る場が十分でない。 
・普段の授業で，自分の考えを書くことを通し

て，発表させる習慣が十分でない。 

指導改善のポイント 

 

具体的な事象について数量関係を見

いだし，問題を解決する。 
 
【指導の工夫】 

① 算術的な解き方と方程式を利用した代数的な解
き方を比較させたり，文脈に沿った方程式や見

方を変えた方程式を作らせ，等しい数量関係を

考察させたりする。 

② 問題解決のため，小グループで，方程式を考察
させ全体に説明させることで，その解決の方法

を共有させる。  

 

① 解き方の比較や見方を変えた方程式を作り，数量関係を考察させる。 

    

問題 ケーキ５個と１個１１０円のプリンを２個買って１０００円札を出したら，おつ

りは３０円だった。ケーキ１個はいくらですか。 

     

    ○まずは自分で，いろいろな解き方を考える。 

・ （１０００－３０－２２０）÷５＝x 
・  １０００－（５x＋２２０）＝３０ 
・  ５x＋２２０＝１０００－３０ 
・  ５x＋２２０＋３０＝１０００ 

 

② 問題解決のため，小グループで，作成された方程式を考察させ，全体に説明すること
で，その解決の方法を共有させる。 
 

    ○グループでそれぞれの考えを交流させて，問題解決の方法を整理させる。 

 

    ○解決方法を発表させ，それぞれの方法の考え方を集団で検討させ，学習の共有化を図る。 

調査結果の分析をふまえた指導改善のポイント 
  

様式２ 
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 日   時  平成２１年１０月１５日（木） 第５校時（１３：２０～１４：１０） 
 学年・学級  第１学年１組 ３９名  （男子１６名，女子２３名） 
 

本単元では，文字式の学習の上に立って，方程式とその解の意味を理解するとともに，等式

の性質を見いだし，それを用いて１元１次方程式を解く方法を考え，それらを通して代数的な

操作のよさを学習する。また，具体的な問題で，その中の数量の関係を方程式で表せば，それ

を解くことによって問題を解決できるよさを感得させ，積極的に方程式を利用していこうとい

う態度を育てていくことをねらう。 

 
〈誤答分析から〉 
  全国学力・学習状況調査（平成２０年度小学６年生）の結果分析より，次のこ

とが課題と考えられる。  
①具体的な事象の中にある数量関係を見いだすことができていない。  
②数学の文章題の読み方（どこに着目し，どうとらえるか）ができていない。 

    
〈指導上の課題〉  
  日常的な事象を取り上げて数量関係を考察する場が十分とはいえない。また理

由をあげて自分の考えや解き方を説明させることが不十分である。  

 
（１）指導内容・指導方法について  
   ○解き方の比較や見方を変えた方程式を作り，数量関係を考察させる。  
   ○問題解決のため，小グループで，方程式を考察させ全体に説明させること

で，その解決の方法を共有させる。  
（２）「ことばの教育」との関連                            
  「言語技術」を活用した指導を通して，生徒につけたい力  
□ 問題解決のため，小グループで，方程式を考察させる場面  
■ 相手や目的に応じて必要な情報を整理して＜聞く・話す＞力  

 
 

 
単元について

 
調査結果からみる課題

 
指導改善のポイント

 中学校第１学年 数学科学習指導案 

単元名：１次方程式  
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数学への関心・意

欲・態度 

 数学的な見方や  

考え方 

数学的な表現・処理 数量・図形などについ

ての知識・理解 

・数量の関係を調べ

ることに関心をも

ち，等式や不等式

で表そうとする。 
・方程式の解き方に

関心を持ち，いろ

いろな方程式を解

こうとする。 
・方程式を利用して

問題を解決するよ

さに気付き，具体

的な事象の中の問

題を積極的に解決

しようとする。 

・等式の性質を方程式

の解き方と結びつ

けて考えることが

できる。 
・文章題で，どの未知

数を文字において

立式したらよいか

を判断することがで

きる。 

・数量関係を方程式で表

したり，ある値が方程

式の解であるかを確か

めたりすることができ

る。 
・いろいろな１次方程式

を形式的な処理によっ

て解くことができる。 
・図や表を有効に活用し

て数量関係を調べ，方

程式を作ることができ

る。 
・いろいろな方程式を，

手際よく能率的に解く

ことができる｡ 

・等号や不等号の使い

方および等式や不等

式の意味を理解して

いる。 
・等式の性質やそれを用

いた方程式の解き方

を理解する。 
・１次方程式の解く手順

がわかる。 
・方程式を用いて問題

解決するときの手順

がわかる。 

 
 （全１４時間）  

評          価  
次 

 
学習内容（時数） 関 見 表 知 評 価 規 準 評価方法 

 
 
１ 

等式と方程式 
■ 不等式 
・いろいろな数量の

関係を，等式や不

等式用いて表す。 
・等式や不等式の意

味を理解する。 
・方程式の解，方程

式を解くことの

意味を理解する。 
（４） 

 
○ 

  
 
 
◎ 

 
 
 
 
 
 
○

 
・数量の関係を調べることに関心をもち，等

式や不等式で表そうとする。 
・数量関係を方程式で表したり，ある値が方

程式の解であるかを確かめたりすることが

できる。 
・等号や不等号の使い方および等式や不等式

の意味を理解している。 

 
行動観察 
ノート 
プリント 

 
単元の目標

 
指導と評価の計画
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２ 

等式の性質 
・等式の性質を理解

し，それを利用し

て，簡単な形の方

程式を解く。（１） 

  
○ 

 
 
 
 
 

 
 
 
◎

 
・等式の性質を方程式の解き方と結びつけて

考えることができる。 
・等式の性質やそれを用いた方程式の解き方

がわかる。 

 
発表 
行動観察 
ノート 
プリント 

 
３ 

１次方程式の解き方 
・等式の性質をもと

に移項の意味を

理解し，その考え

を利用して方程

式を解く。 
・やや複雑な形の方

程式を解く。 
（４） 

 
○ 

  
 
 
◎ 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
○

 
・方程式の解き方に関心を持ち，いろいろな

方程式を解こうとする。 
・いろいろな１次方程式を形式的な処理によ

って解くことができる。 
・１次方程式の解く手順がわかる。 
・いろいろな方程式を，手際よく能率的に解

くことができる｡ 

 
発表 
行動観察 
ノート 
プリント 

 4 １次方程式の利用 
・文章で表された数

量の関係を，方程

式に表す。 
・文章題を，方程式

を利用して解く。 
・方程式を利用して

問題を解決する

よさがわかる。 
 本時 ２ /４  

（４） 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 

 
○ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
◎ 

 
 
 
 
○

 
・文章題でどの未知数を文字において立式し

たらよいか判断することができる。 
・方程式を用いて問題解決するときの手順が

わかる。 
・図や表を有効に活用して数量関係を調べ，

方程式を作ることができる。・方程式を利用

して問題を解決するよさに気付き，具体的

な事象の中の問題を積極的に解決しよう

とする。 

 
発表 
行動観察 
ノート 

 まとめと問題（１）       

（１）本時の目標 
   ・解き方の比較や見方を変えた方程式を作ることで，数量関係を見いだすことができる。 
   ・具体的な問題を方程式を利用して解決することができる。  
 
（２）本時の学習展開                            

 学 習 活 動 指導の留意事項 評 価 規 準 評価方法 
    

１．既習事項の復習をする 

・前時をふりかえる。 
  

・算術的な解き方と代数的な

解き方を確認していく。 

  

 
本時の学習



数学. 6 

 

２．本時の課題を把握する     
    本時の課題を知る。    

       問題の解き方を，できるだけたくさん考えよう  
     

 
 

 ケーキ５個と１個１１０円のプリンを２個買って１０００円札を出したら，おつ
りは３０円だった。ケーキ１個はいくらですか。 

 
 
 
  

 
 
 
 

 

  

 

３．いろいろな解き方（方程式）を考える  
 
○まずは自分で，いろいろな解き

方（方程式）を考える。 
 
・（1000－30－220）÷５＝x 
・1000－（５x＋220）＝30 
・５x＋220＝1000－30 
・５x＋220＋30＝1000 
                         
○各グループで交流し，できるだ

けたくさんの解き方（方程式）

を考える。     

 
・１次方程式を考えるときに，

着目する数量を考えさせ

る。    
                       
                           
                           
                      
 ・話し合いがスムースにいく
ようにあらかじめ司会者，

発表者を決めておく。 

 
○図や表を有効に

活用して数量関

係を調べ，方程

式を作ることが

できる。 
 
 
 
 
 
 

 
観察 
ノート 
 
 
 
 
 
 
 
観察 
プリント 

４．いろいろな解き方（方程式）を発表する                                         
     
○各グループの代表が発表する。 
     

                       
・どのような考えから方程式

を作ったのか発表させる。

 
 
 
 
○方程式を用いて

問題解決すると

きの手順がわか

る。 

 
      

 
 
発表 
観察 
 

５．問題を解く 

○それぞれの解き方が正しいか確

認する。 

 ・方程式の解が問題に適して
いるかについても確認させ

る。 

○方程式を用いて

問題解決すると

きの手順がわか

る。 

ノート 

６．今日の学習を振り返る     
○本時の自己評価をする ・本時を振り返り，自己評価

をさせる。 

 自己評価 

じっくり考え

させる 

はっきり表現さ

せる 
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次の問題と考え方を読んで，下の  

に当てはまる言葉を書きなさい。 
 
問題 
  折り紙を何人かの生徒に配るのに，１人に
３枚ずつ配ると２０枚余ります。また１人 に
５枚ずつ配ると２枚たりません。 
 
考え方 
 xを使って，上の問題の数量のうち， 

  を２通りの式で表すと， 

 
全国学力・学習調査

の類似問題を作成し

具体的な事象におけ

る数量の関係をとら

えることのできる力

の変容を見る。単元

まとめテストの中で

実施する。 

 

 

 

  

 ３x＋２０，５x－２になります。 

 
 
 
 
 

    授業後   本校    広島県    全国 

 正答率 ５４．５ ３２．６ ３３．３ ３４．９ 

 無答率 １２．１ １３．０ １８．９ １８．５ 

 

 
 
 
・授業後の正答率は向上しており，１つの文章題について多様な方程式を考えることで，生徒の数

量関係をとらえる力が向上したといえる。 

 

 ・授業後の無答率の変化はあまり見られず，小グループ活動のねらいが十分に達成できたとはいえ

ない。活動の仕組みを改善する必要がある。 

様式４ 

検  証 

検証結果 

分析・考察 

検証の方法 


